
（別記様式第 15号） 
 

平成３０年度 森林づくり推進支援金事業総括書 
 

市町村名 飯山市 

 

№ 事 業 項 目 事      業      名 

１ 森林を支える豊かな地域づくり 森林整備事業 

事 業 費      907,200  円 （うち支援金： 907,000           円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

（ 写   真 ） 

 

 

（ 写   真 ） 

事 業 目 的 

（１）地域の森林・林業の現状と課題 

当該地区の里山は、有害鳥獣の出没が多く農林業被害や人身被害が懸念される。有害鳥獣の移

動経路となる林や藪が里山近くに繁茂しているが、（樹齢が高く所有者の能力では除伐すること

ができない。 

（２）本事業の目的 

里山の林縁において緩衝帯を整備することで住宅地や農地において有害鳥獣の出没を抑制し、

農林業及び人身被害の防止を図りたい。 

（別記様式第１号附表の「個別事業実績」から転記） 

（１）実施場所 飯山市木島地区 林縁部 

（２）対象者 山林等地権者 地域住民(鳥獣被害防止の利益を得る) 

（３）実施方法 緩衝帯整備（除伐作業）3.35ha 

（４）事業目標及び当年度事業量 

 ①全体計画（平成 30～34年度） ・H30～34まで、毎年 3.85haずつ行う。 

②平成 29年度実績 木島地区 3.85ha 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実施結果を踏まえた自己評価と今後の取組方向について具体的に記載） 

（１）目標に対する成果の状況 

・山林地と住宅地や農地の林縁部の除伐を行うことで、野生鳥獣が潜む場所が無くなり、人里

に近づきにくくすることができた。 

 

 

（２）課題 

・継続的な除伐をしないと、すぐに元に戻ってしまい、野生鳥獣が活動しやすくなってしまう

可能性がある。 

 

 

（３）今後の取組方向 

  ☑事業を現行どおり継続する  

  （今後の事業実施見込について記載） 

 今後も場所を選定しながら、緩衝帯整備を継続していきたい。 

 

□事業内容を見直して継続する 

（見直しの内容及び今後の事業実施見込について記載） 

 

 

□事業を継続しない 

（継続しない理由を記載） 

事 業 効 果 

事業の検証及び評価 

（１）事業実施の効果 

山林地と住宅地や農地の林縁部の除伐を行うことで、野生鳥獣が潜む場所が無くなり、人里

に近づきにくくすることができる。これにより農林業、人身被害を予防する効果が期待できる。 

（２）継続性 

継続的な緩衝帯整備を行い、野生鳥獣による住宅地や農地への出没が減少する効果が期待でき

る。これにより地域住民の安心、安全な暮らしの確保につながり、人身被害や農業被害の防止

効果も見込める。 

（３）普及性 

 林縁部の除伐により野生鳥獣の住宅地や農地における出没数が減少する効果が見込める。出

没数の減少に伴い、野生鳥獣による被害が減少する。 


